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ピペットマンで肉の鑑別試料を調整      調整した試料を PCR にかける 

 

   
大腸菌の形質転換実験の準備        ヒートショック後の大腸菌を培地に植菌 

 

   
ガスバーナーを利用した簡易無菌操作練習  PCR 後の試料をアガロースゲルにアプライ 

 

    
麦芽の糖化を，エクセルを用いて表にする    アミラーゼ反応を糖度計で数値化 

 

    
糖度計の使用法をデジカメで記録をする    酵素反応を促進するため湯煎する 

 

    
操作をする係と記録をする係に分かれて    TAが見守る中，PCにデータ入力 

 

   
伊藤先生の講義から講座が開始       参加生徒は熱心に話を聞く 

 

実習内容 

Ⅰ 遺伝子･酵素 実験講座 

実施日時  ８月１日（火） 10:00～16:00 ２日（水） 10:00～16:00  

場  所  東京理科大学 神楽坂キャンパス １０号館１階生物実験室 

講  師  東京理科大学理学第１部 太田 尚孝（ひさたか）教授 

１ 食肉の DNA 鑑別。牛肉，豚肉，鶏肉から DNA を抽出，精製し，PCRにかけ，遺

伝子解析を行い，食肉製品に含まれている肉の種類の鑑別を行う。 

２ 大腸菌への GFP 遺伝子導入による形質転換。 

３ 麦芽の酵素によるデンプンの糖化作用分析。 

４ ほほの細胞から DNA を抽出し，視覚化。 

５ グループ別に発表項目を決め，パワーポイントを用いたポスター作り。 

① PCR 担当         １班，４班 

② 大腸菌形質転換担当     ５班，６班 

③ 麦芽の糖化         ２班，３班 

Ⅱ 伊藤研究室 サイエンスコミュニケーション講座 

実施日時 8月３日（木） 10:00～16:00 

場  所 東京理科大学 野田キャンパス 講義棟５階 K５０９教室 

講  師 東京理科大学大学院科学教育研究科 伊藤 稔（いとう みのる） 教

授  

内容紹介 ポスターやレポートを作成する際，「相手に伝えること」を重視したコ

ミュニケーション能力の育成を図る実習講座。 

６ 数値処理の方法を体験的に学習するプログラム。 

７ 二項分布の体験的実習と数値処理。 

８ グループワーク「やかまし村」。同じ情報でも，データの集約，分析，発表の方法が

異なると，ポスターの結果が異なることを，体験を通じて学び，「何を伝えたいのか」

を明確にすることで，効果的なポスターになることを学んだ。 

９ 薬学部研究室見学をしながら，各研究室のポスター発表の実物を見て，学んだ。 


